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日進市教育委員会定例会（令和 2 年 8 月）会議録 

1. 日時 

令和 2年 8月 5日（水曜日）午後 2時から午後 2時 35 分まで 

2. 場所 

日進市役所 本庁舎 第 3会議室 

3. 出席者 

〔委員〕 

久保田力（教育長）、藤井美樹（教育長職務代理者）、成田ゆき江、森本直樹、小林

秀一の各委員 

〔事務局〕 

市川秋広（学習教育部長）、加藤慎司（学習教育部次長兼教育総務課長）、高田由紀

（学習教育部主任指導主事）、後藤幸宏（学校教育課長）、山本健一（学校教育課指

導主事）、櫻井正弘（学校給食センター所長）、宇佐美香津美（図書館長）、齋藤 

誠（生涯学習課主幹） 

〔書記〕 

伊藤美乃里（教育総務課課長補佐）、石井智史（教育総務課係長）、河野彩（教育総

務課主事） 

4. 欠席者 

伊藤 志門 

5. 傍聴の可否及び有無 

傍聴可、傍聴者 4名 

6. 会議録署名者 

久保田力教育長、藤井委員、小林委員の各委員 

7. 議事の経過 

（開会） 

（会議録署名者の決定） 

（会議録の承認） 

（教育長報告） 

（教育委員報告） 

(議事)  

報告事項 

事務局報告 

【教育総務課】 

  令和 2年第 2回日進市議会定例会一般質問・答弁内容〔資料 No.1〕 

教育委員会の後援等名義使用等について〔資料 No.2〕 

事業等報告について〔資料 No.3〕 
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【生涯学習課】 

令和 3年日進市成人式の開催について〔資料 No.4〕 

事業等報告について〔資料 No.5〕 

【学校教育課】 

  令和 2年度修学旅行及び野外活動について〔資料 No.6〕 

  教員の長時間労働解消に向けた取り組みについて〔資料 No.7〕 

事業等報告について〔資料 No.8〕 

【図書館】 

事業等報告について〔資料 No.9〕 

教育委員会行事予定（令和 2年 8月 6日から 8月 26 日まで）について 

その他 

8. 次回会議日程 

定例会 

日時：令和2年8月26日(水曜日)午後2時から 

場所：市役所本庁舎4階 第1会議室 

発言者及び発言内容 

教育長 

ただ今より令和 2年 8月定例教育委員会を開会します。会議規則の定めるところに

より議事を進めさせていただきます。伊藤委員は都合により、本日の会議は欠席です。 

本日の会議録署名者は、藤井委員、小林委員、私です。会議録調整者は、教育総務

課河野とします。 

本日の会議には 4名の傍聴の申し出がありますが、ご異議はございませんか。 

（全員異議なし）それでは傍聴者をお通しください。 

（傍聴者入室）傍聴者の方は、傍聴のマナーをお守りいただきますようお願いいた

します。 

 では、次第 2、令和 2年 7月定例教育委員会の会議録の承認についてですが、事前

に指摘のありました箇所を修正のうえ、あらかじめ配付されました会議録案の内容に

ついて、賛成される方は挙手をお願いします。 

（全員異議なし）それでは、会議録を承認とします。 

次に、次第 3、私からの報告でございます。私から 5点ご報告します。 

7 月 10 日に、尾張部都市教育長協議会が東海市で開催されました。会の中では、

今年度に国が進めようとしている GIGA スクール構想に向けて、各市の進捗状況や教

職員のスキルアップの方策等について協議されました。 

また、会の冒頭では、県教育委員会から、「新型コロナウイルス感染症拡大防止に

よる長期休業後の学校における学びの保障」について説明がありました。 

7 月 15 日に、臨時の教育委員会を開催し、尾張東部で使用する教科書の採択につ

いて協議しました。 

7 月 22 日に、愛知地区教育長連絡会が、東郷町で開催され、各市町の当面の教育
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課題や来年度に向けての情報交換をしました。特に、GIGA スクール構想への対応や

コロナ対策、今後の学校行事等について情報を交換しました。 

8 月 1 日に夏季休業がはじまりました。子ども達にはコロナ禍でかなりの制約のあ

る休業となるとは思いますが、それでも事故等に注意し、学校生活では体験できない、

様々な経験を積んで、より逞しくなった顔を、学校が再開される 8 月 25 日には見せ

てほしいと願っています。 

8 月 1 日 2 日、市内の 4 中学校の部活動の交流試合や演奏会が開催されました。今

年度は例年ある中小体連の全国大会や全国規模の演奏会が中止となったため、それに

替わるものとして市内 4中学校だけですが、多くの関係者の方々にご尽力を頂きなが

ら開催しました。特に、会場借用にご協力いただきました愛知学院大学様には、心よ

り御礼を申し上げます。きっと、3 年生にとってはたくさんの思い出を作ってくれた

ことと思っています。なお、この取り組みは来週の 8 日 9 日 10 日も開催される予定

です。 

私からの報告は以上です。ただ今の報告について、ご意見、ご質問はございますか。

（しばらく間があり）ないようですので、各委員から報告があればお願いします。 

委員 

 7 月 6 日に小牧市で開催された愛日地方教育事務協議会に教育長と出席しました。

主な協議事項としては、令和 2年度の教育課程委員会の協力委員についての承認であ

りました。報告事項としては、教員の採用試験について、変更点がありました。採用

試験のうち、面接や集団討議などを一部中止したそうです。また、中学校の教員の採

用人数を前年度と比べて、300 人を予定していたところ、420 人程度の採用を予定し、

120 人の増加が見込まれます。熱意のある先生が多く採用されてほしいと思っており

ます。それに伴い、各市町の臨時講師の採用について、例年通りに採用することがで

きない可能性がでてくるそうです。また、管理規則の任用審査においても、退職者な

どが多く見込まれるので、より多くの受験者が合格していただけるように願っていま

すと説明がありました。 

委員 

 7 月 30 日に市の福祉会館運営協議会に出席しました。内容としては、第 1回目の

会議であったため、昨年度の利用状況報告と今年度の事業計画についてでした。昨年

度の利用状況については、福祉会館 6館全部の利用者が減少しました。理由としまし

ては、年度末から新型コロナウイルス感染症による利用者の減少及び休館の影響で全

体の利用者が減少したとのことです。一昨年度は延べ 24 万 3 千人の利用者がいたと

ころ、昨年度は延べ 20 万 8 千人の利用者となり、約 3万 5千人利用者が減ったとの

ことです。今年度も、4月 5月は休館、6月から開館しましたが、団体での利用は減

っているため、今年度も大幅な減少になる予想です。今年度の事業計画についても、

昨年並みを目標とし努力をしていますが、4月 5月で予定をしていた事業が全部中止

となり、6月以降の利用も状況によってやれるものだけやり、大勢集まる事業などは

定員を減らすか、中止にするかといった対応を取っていくなど、状況に応じて、その

都度市民に連絡をするようにしていくとのことです。今の日進市の新型コロナウイル
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スの感染者は日に日に増加していて、この状況をみると、福祉会館が元のように戻る

には時間がかかるなと感じました。 

 新型コロナウイルス対策についてですが、入口にて検温をしているわけではなく、

利用者に自宅で実施してもらうように話していました。もし、感染者がでたら、その

館は館内消毒をしなければなりません。利用者から出ないことを願い、細かいところ

に気を配りながら運営をしていると話していました。状況としては、苦しい状況が続

いているとのことでした。 

教育長 

他にはございませんか。（しばらく間があり）次第 3は以上です。 

では、本日は議事がございませんので、次第 4、事務局報告に入ります。各所属よ

り説明をお願いします。

教育総務課長 

 （資料に基づき説明） 

生涯学習課主幹 

 （資料に基づき説明） 

学校教育課長 

（資料に基づき説明） 

図書館長 

（資料に基づき説明） 

給食センター長 

7 月 6 日に学校給食センター運営委員会を開催し、食中毒の予防についてご意見を

いただきました。また、7月 30 日まで給食期間を延長しましたが、何事もなく無事

給食が終了しましたことを報告します。 

教育長 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

委員 

 2 点質問があります。生涯学習課の報告がありました成人式について、アトラクシ

ョンや写真撮影、交歓会は中止ということですが、例年行っていた実行委員制度も中

止ということですか。来年の成人式は実行委員会形式で行わず、司会などは生涯学習

課がされるということですか。 

部長 
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 生涯学習課が主体となりますが、各中学校に依頼をして司会などは代表の方にやっ

ていただくようにお願いをします。 

委員 

 2 点目、学校教育課に質問です。5月の下旬に学校を再開し、夏休みに入るのを 1

週間程度遅らせた状況ですが、授業の遅れについて状況を把握していますか。 

指導主事 

 各学校に調査をしています。昨年度末からの遅れがありますが、1学期間中にでき

る内容については各学校で取り組んでいただいています。ただし、例年のペースでは

ないので、1学期間の積み残した分はあると報告を受けています。また、その分を 2

学期以降の工夫をした教育課程の組みなおし等も考え、今年度中には完了ができるよ

うにすると報告を受けています。ただし、今後、日進市で新型コロナウイルスの拡大

があり、再び休校になった場合は授業の遅れを取り戻すのは難しい状況です。このま

ま、3月まで授業を行うことができれば、遅れを取り戻せる見通しが立っていると報

告を受けています。 

教育長 

他にございませんか。(しばらく間があり) 事務局からの報告事項は以上です。 

次に、次第 5、教育委員会の行事予定については、お手元の資料をご覧ください。

教育委員の出席行事等、各所属においてお知らせしたい行事がありましたら説明をお

願いします。 

学校教育課長 

 学校教育課から追加でお知らせがあります。中学校 3年生を対象とした交流試合と

演奏会が今週末も実施される予定があります。8月 8日に日進中学校のソフトボール

部が、東郷町立春木中学校において交流試合を行います。8月 9日に愛知学院大学様

の施設にて、陸上部が記録会を行います。8月 10 日に日進東中学校と日進北中学校

の吹奏楽部が日進市民会館大ホールで、演奏会を行います。 

教育長 

他にございませんか。(しばらく間があり)教育委員会の行事予定は以上です。 

次に、次第 6、その他として、全体を通してご意見・ご質問等があればお願いしま

す。 

部長 

毎年 11 月に実施している、にっしん市民まつりについてですが、中止となりまし

た。教育委員会関係では、文化祭やレクリエーションスポーツまつりを中止し、図書

館まつりだけは、規模を縮小して実施します。 
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教育長 

他にございませんか。（しばらく間があり）以上で、本日予定しておりました内容

はすべて終了しました。 

これをもちまして、令和 2年 8月定例教育委員会を閉会します。次回は、9月定例

教育委員会を、8月 26 日（水曜日）午後 2時から、市役所本庁舎 4階 第 1会議室

で開催します。 





〔資料 №1〕 

令和２年第２回日進市議会定例会 

一般質問・答弁内容(教育委員会関係分)について 

① 舟橋よしえ議員（個人質問）

 ○新型コロナ禍の中、「市民の命と暮らしを守る」という市の責務をどのように考えてお

られるのか。【学校教育課・教育総務課】 

② 山田久美議員（個人質問） 

○安心して子育てをするために。【学校教育課】 

③ 山根みちよ議員（個人質問） 

○学校再開、学習の遅れにどう立ち向かうのか【学校教育課・教育総務課】 

④ 大川博議員（個人質問） 

○休校期間中の取り組みについて【学校教育課】 

○学校でのコロナ感染症対策について【学校教育課】 

○オンライン授業について【教育総務課・学校教育課】 

○熱中症対策について【学校教育課】 

○心や体のケアについて【学校教育課】 

○頻発する地震対策について【教育総務課・学校教育課】 

○学校行事や部活動について【学校教育課】 

○市の図書館について【図書館】 

⑤ 大橋ゆうすけ議員（個人質問） 

○新型コロナウイルス感染症に関連する影響や取り組みについて 

【学校教育課、生涯学習課】

⑥ 川嶋恵美議員（個人質問）

○国の第二次補正予算、地方創生臨時交付金などの使い方について【教育総務課】 

⑦ 坂林たくみ議員 (個人質問) 

○新型コロナ対策推進を。【学校教育課・教育総務課】

⑧ ごとうみき議員 (個人質問) 

○コロナで苦しむ市民への直接支援の拡大を【教育総務課】 



① 舟橋よしえ議員 (個人質問) 

○新型コロナ禍の中、「市民の命と暮らしを守る」という市の責務をどのように考えておら

れるのか。【学校教育課・教育総務課】

●新型コロナウイルスに関連する市独自支援策について。子ども達への影響を少なくする

ための保育園や小中学校への支援と、経済的困難を抱える子育て世帯への支援について、

具体的な支援内容は。 

・小中学校への支援としては、業者委託による消毒を行ったり、手洗い用の液体せっけん

や手指消毒用のアルコールを配付している。 

・経済的困難を抱える子育て世帯への支援としては、就学援助制度において新型コロナウ

イルス感染拡大の影響により、家計が急変し、学用品費などの支払いが困難な場合は、

現在の収入状況により認定審査を行っている。 

●学校が再開したが、市教育委員会としてはどのように学校現場を支えていく考えか。 

・市教育委員会としては、文部科学省の指針『学校における新型コロナウイルス感染症に

関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～』に基づき、学校における感

染防止の対応について指示するとともに、学校現場が必要とする支援を柔軟に行ってい

る。 

・学校再開に当たり必要となる衛生用品等については、学校に聞き取りを行い、消毒液、

手洗用液体せっけん等を購入し配付。また、学校で日常的に行う消毒作業については、

教職員の負担が重くなっているため、消毒作業の一部を委託し、教職員が児童生徒の対

応に集中できるようサポートする。 

●先生を如何に支えていくかが、今まさに問われている。現場の先生方は多くのストレス

を抱えながらであることは想像できる。援助を求められたら、それに何とかしてこたえ

る教育委員会であってほしいと願う。教育長の決意はいかがか。 

・学校が再開して、４週間ほどが経とうとしている。今、重要なことは、かなりの制約を

受けた教育活動を展開している学校現場の子どもたちや教員を、如何に支えていくかと

いう点である。 

・教員には、より児童生徒の指導に専念していただきたい。それには、物質的な支援はも

とより、人的支援が欠かせないと考える。消毒の作業員やスクールサポートスタッフの

配置案もその一環であり、教員にはしっかりと児童生徒に寄り添い、心のケアをする中

で、教育活動に専念していただきたいと考えている。 

・今後も、第２波が予想される中、教育委員会としては、緊張感をもって、現場のニーズ

を丁寧に吸い上げ、本市として現時点でできうる限りの対応に、スピード感を持って対

応していきたいと考えている。 



② 山田久美議員 (個人質問) 

○安心して子育てをするために。【学校教育課】 

●交通指導員は、４月から会計年度任用職員となったが、今現在の人数、未配置箇所での

安全確保をどのように行っているのか。 

・本市においては、従来から近隣市町と比較して交通指導員を手厚く配置してきた。学校

再開時の配置は１９名であり、１校２名程度となっている。 

・当初予定していた配置人数より少ない配置となっているため、危険箇所の把握をしっか

りと行い、各小学校の教員、保護者や地域の方々にもご協力をいただき、登校時の安全

確保を図っている。 

●交通指導員の募集を２月から行っているが、６月になってもまだ足りていない状況。募

集しても応募がない状況について、何が一番の原因と考えているか。 

・児童生徒の早朝の登校時間や授業後の下校時間に合わせた勤務時間になるため、勤務が

しにくい時間であることや、夏の暑い中、冬の寒い中でも屋外で勤務しなければならず、

また、児童生徒の命を守るという責任感が伴う業務であることが原因の一つだと考える。 

●昨年度まで、交通指導員を辞める方はほとんどいなかったのではないか。責任感が伴う

仕事である。せめて危険手当を付けてはいかがか。そのようにすれば申し込みをされる

と考えるが見解を伺う。

・交通指導員については、児童生徒が安全・安心に通学できるように、通学路の中で特に

必要とされる交差点に配置し、業務を行っていただいているが、危険手当というものは

ないので、時間単価を含めて調査していく。 

●交通指導員の増員を含め、今後の対応はどのように考えているか。

・現在は、予定している配置人数よりも少ない状況なので、まずは、予定している箇所に

配置できるよう募集を広報やホームページ、くるりんばすの車内広告等で引き続き行っ

ていく。 

・学校、地域、保護者が連携して、子どもの通学の安全を見守る活動の取り組みについて

研究していく。 

●新型コロナウイルスによる各学校の休校期間中、交通指導員の仕事はどのようだったか。 

・交通指導員が行った業務としては、通学路の安全点検や草が生えて児童生徒が通りにく

くなっている場所の草取りやゴミ拾いなどの業務のほか、児童生徒への交通指導の方法



や毎日児童生徒を見てきて気が付いたことなどの情報交換を各小学校において行った。 

・学校の臨時休業に対応するため、放課後子ども教室の職員として、希望する方には勤務

をしていただいた。 



③ 山根みちよ議員 (個人質問) 

○学校再開、学習の遅れにどう立ち向かうのか【学校教育課・教育総務課】 

●遅れた学習をどのようなスケジュールで挽回していくのか。 

・臨時休業により授業を行えなかった分については、夏季休業日を２週間程度短縮して授

業時間を確保する。 

・行事等の見直しを行い、内容の変更や練習時間を削減して授業時間を確保し、当初の教

育課程を見直して学習内容を精選し、基礎基本に重点を置きながら丁寧に授業を進め、

少しずつ遅れを取り戻せるように進めていく。 

●「行事等の見直しを行い、内容の変更や練習時間を削減」とのことだが、わかっている

範囲で見直しの範囲を示してほしい。また、土曜授業や冬季休業日短縮という手法に頼

らなくても、本年度中には学習の遅れを解消する目途が立っているのか。 

・行事の見直し等については、運動会や学習発表会などは、練習に多くの時間を費やすた

め、種目内容を減らしたり、授業で行った内容を発表したりすることで、練習時間を削

減していく。 

・現状では、授業時間の確保や学習内容を見直すことにより学習の遅れを取り戻せると考

えているが、児童生徒の負担にならないように、少しずつ丁寧に進めていく。 

●感染症対策で現場の仕事量はかなり煩雑になる。市費で増員の予定はあるか。 

・国の第２次補正予算を受けて愛知県の補助事業として、感染予防対応や通常の校務支援

を行うために、会計年度任用職員としてスクールサポートスタッフを任用し、各小中校

に１名ずつ、合計１３名を配置する。 

●議案質疑では、７月いっぱいとのことだったが、今後はどのようにするのか。 

・委託による消毒作業については、当初予算により、小中学校が通常授業となった６月８

日から行っており、小学校については、補正予算により７月末までを予算化した。 

・実際に学校が始まると、消毒にかかる教職員の負担が予想以上に大きいことから、９月

３０日まで、新たに中学校を含め、全小中学校において、委託で対応することとして、

補正予算を計上させていただく。 

・１０月以降は、周辺の感染状況などを勘案し対応する。



④ 大川博議員 (個人質問) 

○休校期間中の取り組みについて【学校教育課】 

●学校からのメッセージを、どのように保護者や子どもたちに伝えたか。 

・休校期間中は、電話での連絡や家庭訪問を行い、児童生徒の家庭での様子を確認したり、

保護者と一緒に登校する日を設け、個別に学校に課題を受け取りに来た際、担任の教員

と話すなどして、コミュニケーションを図ってきた。 

・また、長期化する休校期間中に、児童生徒に少しでも元気になってもらいたいという思

いから、各小中学校の教員が手作りで、学校の様子を伝える動画や課題の解説動画など

を作成し、配信を行った。

●どのくらいの件数を、動画配信したか。 

・５月１１日から動画配信を始め、学校を再開した５月２５日までの間で、小学校は２７

７件、中学校は６７件の動画を配信した。 

●授業のビデオ化（授業のストック）を推進する考えはあるか。 

・国が推進するＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、取り組みを進めているところだが、

オンラインで利用できるコンテンツについても、学校で作成するものや既存の教材動画

等を組み合わせて効率的に活用していきたいと考えている。 

○学校でのコロナ感染症対策について【学校教育課】 

●子どもたちを感染症から守るために、どのような対策を考えているか。 

・教室の出入口の扉や窓を常時開けて換気を行い、密閉の状態をつくらないようにすると

ともに、児童生徒が触れる箇所を極力減らしている。 

・各教室の机は可能な範囲で密集を避けるように配置し、活動の中で密接の状況をつくら

ないようにして、感染予防に配慮した教育活動を行っている。 

・児童生徒には、給食の前だけでなく、外から入ってきたときや他の教室から戻ってきた

ときなどにしっかりと手洗いをし、給食配膳の前にはアルコールで手指の消毒を行うよ

うに指導している。 

・給食の際には、席を向かい合わせにせずに座り、食べる直前までマスクを着用するよう

にしている。 

・配膳台や児童生徒がよく触れるような場所は、消毒を行っている。 

・教員もマスクを着用し、授業等の際に児童生徒と対面する場面では、フェイスシールド

も活用している。 



・保護者には、検温や健康観察をし、マスクを着用して登校させることをお願いしている。

●体調不良の子に対応する養護教諭のために、どのような対策を考えているか。 

・体調不良を訴えた児童生徒の体温を測る際に必要な非接触型の体温計を各小中学校に配

付した。 

・発熱等の体調不良で早退する児童生徒は、保健室以外の別室に待機させ、養護教諭だけ

に対応が偏らないよう負担軽減を図っている。 

●学校「３密」回避マニュアルが文科省より出されたが、音楽の授業は可能か。 

・音楽については、歌を歌ったり、楽器を演奏したりする際、児童生徒が近距離で対面す

る状態とならないように工夫して授業を行っていく。

○オンライン授業について【教育総務課・学校教育課】 

●ライブ配信した件数は。 

・学校の休業期間中に、オンライン授業などをライブ配信した学校はなかった。

●先進校である名商大からノウハウを学ぶ予定は。 

・オンライン授業については、その実施を含め現時点では方針が決まっていないが、校内

ネットワーク環境整備や学習者用端末整備については、文部科学省から示された標準仕

様書に沿って準備が進んでおり、端末の選定についても、近隣市町と調整済み。

・具体的な利活用の方法については、デジタル教科書の導入を進める他、「授業やカリキュ

ラムづくり」、「アプリの研究や選定」などについて、先進的な取り組みで効果のあった

事例を学び参考とする。また、愛知県教育委員会の設置する共同研究会に参加し、情報

の収集にも努める。

●今年度中に「一人 1台」タブレットの配布は可能か。 

・児童生徒１人１台タブレット整備については、国の「新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策」において、ＧＩＧＡスクール構想の早期実現等を目的に補正予算が措置され、

令和５年度までに達成する予定であった端末の整備を令和２年度に前倒しして実施する

こととなったことから、全国で端末の整備が集中していると聞いている。そのため、本

市としては、少しでも早く調達の手続きに着手し、できる限り早く必要台数を確保でき

るよう努める。

●ネット環境のない家庭に、モバイルルーターを貸し出す計画はできているか。 



・現時点で具体的な計画はできていないが、今回、学校の臨時休業が長期化したことを踏

まえ、今後、同様の事態となった場合に実情に即した対応ができるよう、各家庭におけ

る通信環境や情報通信機器の使用状況などについてアンケート調査を実施し、現状や課

題を把握したうえで、適切な方法を研究していきたいと考えている。 

○熱中症対策について【学校教育課】 

●学校生活の中で、熱中症を防ぐために考えていることは何か。 

・学校の中では、教室内の換気をしながらエアコンや扇風機を使用し、感染予防と熱中症

予防の両方に配慮していく。 

●下校中の熱中症を防ぐために、考えていることは何か。 

・今年度は、授業時間を確保するために、夏季休業日を短縮して授業を行うことから、首

周りから冷やすクールタオルを全児童生徒に配付し、登下校時の熱中症予防の一助とし

ていただくように対応していく。 

・中学校においては、制服登校を緩和し、体操服や部活動で着用するＴシャツなどでも登

校できるように対応している。 

○心や体のケアについて【学校教育課】 

●不登校が増える可能性が高い。学習面でのストレスを軽減する手立ては何か。 

・５月２５日から分散登校により学校を段階的に再開し、児童生徒に過度の負担がかから

ないように、当初の教育課程を見直して学習内容を精選し、基礎基本に重点を置きなが

ら丁寧に授業を進め、少しずつ遅れを取り戻せるように進めていく。 

・教育支援センターやスクールソーシャルワーカーなどと連携して、児童生徒に寄り添っ

て心のケアを行っていく。 

●現時点での不登校の児童生徒数は。また、昨年と比較してどうか。

・現時点での不登校の児童生徒数は把握できていないが、学校からは増加しているという

話は聞いていない。逆に、あまり登校できていなかった児童生徒が、学校再開後に登校

できているケースがあると報告をいただいている。 

・不登校児童生徒数の最も新しい調査結果では、令和２年２月末時点で、小学生が３１名、

中学生が６２名、合計９３名である。 

・昨年の第４回市議会定例会にて答弁した１０月末時点の人数と比較すると、小学生が３

名、中学生が２名、合計５名の増加である。 



○頻発する地震対策について【教育総務課・学校教育課】 

●学校の飛散防止フィルムの作業は進んでいるか。窓枠コーキングの修復も同時に行って

いるか。 

・飛散防止フィルムについては、西小学校、北小学校、東小学校、日進中学校で、夏休み

を中心に作業ができるよう、現在、発注の準備を進めている。 

・窓枠のコーキングや窓のパッキンについては不具合があれば、その都度、修繕等を実施

している。 

●下校中に地震や体調不良が起きた場合の対処の仕方について、子供たちにどのように周

知させているか。 

・児童生徒には、通学分団会や下校指導、安全について学ぶ学級活動の際などに、地震が

起きたときや不審者が出没したとき、また体調不良となったときなどに駆け込めるよう

に、通学路子ども１１０番の家の位置などを伝えている。 

○学校行事や部活動について【学校教育課】 

●思い出に残る市大会等は考えているか。 

・運動部の中学校３年生は、中学校生活最後の締めくくりとなる夏の大会が中止になって

しまったので、３年間の集大成を発表できる場を設けるために、各種目の顧問の教員が

中心となって検討している。 

・ただし、３か月以上の間、しっかりとしたトレーニングを行うことができていないため、

ゆっくりと体づくりを行ったうえで、集大成の場に臨み、素晴らしい思い出を作っても

らいたいと思っている。 

●小中学校の修学旅行等、行事についてどのように考えているか。 

・修学旅行については、行先や日程を変更する場合はあるが実施する予定。 

・その他の行事については、例年どおりの形では実施できないことが多いと思うが、その

中でも内容を工夫して実施していくこととなる。 

○ 市の図書館について【図書館】 

●書籍消毒機は配備されているか。 

・機械の形状から、一度に処理可能な冊数が２冊から１０冊程度のものであり、ごく少数



の利用者しか使用できないことから、配備はしていない。

●利用者を感染症から守るために、どのような対策を考えているか。 

・館内設備等の消毒、換気、スタッフの健康管理の徹底、飛沫感染予防のためのアクリル

板の設置及び、「三密」を回避するために、当面の間、館内施設の利用制限を行っている。 

・返却本処理時はマスク及び手袋を着用してウイルス対策を取るとともに、返却本処理後

のウイルス残存期間を考慮して保留期間を確保した後に次の利用者へ提供している。 

・利用者には、マスクの着用、手指消毒を徹底していただき、入館時にはＡＩ体温検知機

器を使用して、マスクの着用確認と体温測定を行っている。 



⑤ 大橋ゆうすけ議員 (個人質問) 

○新型コロナウイルス感染症に関連する影響や取り組みについて【学校教育課、生涯学習課】 

●小中学校の再開にあたり、教育委員会としてはどのようなことに取り組み、各学校に対

する指導をどのように行っているのか。また、各学校ではどのような対策を取られてい

るのか、具体的な内容と今後の取り組みについて伺う。 

・小中学校で取り組むべき感染防止対策については、文部科学省の指針に基づき、市教育

委員会として感染防止に必要な対策を指示している。 

・学校再開に当たっては、清掃や消毒に使用する石けんや消毒液等、必要な衛生用品を購

入し各小中学校に配付した。 

・各小中学校で行う感染防止対策としては、教室内で密閉状態をつくらないように窓や扉

を開け放して常時換気を行い、各教室の机の配置は可能な範囲で密集を避け、活動の中

で密接の状況をつくらないように配慮した教育活動を行っている。 

・児童生徒は、検温やマスクの着用、給食の際には、席を向かい合わせにせずに座り、食

べる直前までマスクを着用するように指導している。 

●今後起こりうる第２波、第３波や将来的なことも見据えてオンラインでの模索をしてい

く必要があり、今の状況は大きなチャンスと考える。定期的な配信により、子どもだけ

でなく、保護者にとっても情報を得る場、学校以外での予習・復習の場となるような取

り組みを推進しながら、将来的な活用を検討してほしいと思うが、いかがか。 

・今回の動画配信は、小中学校が臨時休校となったことにより、各学校から出されている

課題の補完をするためや新学年が始まっても担任の教員とのコミュニケーションがとれ

ないことからそのツールとして行ったもの。 

・この動画を見て、児童生徒が元気になってくれればという思いも込めて教員は動画を作

ったと聞いている。 

・学校が再開された今、教員は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策や、３か月も

の間、外出を自粛していた児童生徒に寄り添い心のケアを行いながら、授業などを行う

ことに専念する必要があり、定期的に動画を配信することは難しい状況である。 

・ＧＩＧＡスクール構想の前倒しに合わせたＩＣＴ環境整備だけでなく、新たな生活様式

に合わせた教育の在り方や、インターネット、タブレットなどの活用方法について、教

育委員会と学校とが協力して調査・研究していく。 

●新型コロナウイルス感染症の収束時期が見込めない中、消毒業務を強いられる学校現場

のストレスは並大抵ではない。また、教職員の業務の多忙や心労は相当なものであると

推測できる。そこで、今年度よりモデル校を設定し取り組んでいる「学校支援ボランテ

ィア」の拡大活用を検討してもらいたい。南小学校では、この制度を活用し、保護者の

有志を募り、消毒作業にあたっている。現在は、学校の業務負担が増えないよう、担当



の生涯学習課が仲介し、メール配信等を行っているうえ、検証段階ということとは思う

が、他の学校にも導入し、推進してもらいたいと考えるがいかがか。 

・現在、消毒作業のボランティア以外にも、他校においては部活動の支援を進めている。 

・「学校支援ボランティア制度」のモデル事業については、様々な学校ニーズを把握すると

ともに、一つ一つの課題に対し対応する中で、人材、予算、組織体制などの課題を整理

し、検証するもの。 

・他の学校への拡大については、今後どこまで実施できるか年度末に検証し、その結果に

おいて判断する。 



⑥ 川嶋恵美議員 (個人質問) 

○国の第二次補正予算、地方創生臨時交付金などの使い方について【教育総務課】 

●暑さ対策に、小中学校校舎にドライミスト噴霧の検討はしてはいかがか。 

・校舎の壁や窓ガラス周辺で、ドライミストを噴霧することで壁体温度が低下し、冷房効

率等の向上及び児童生徒の熱中症対策に一定の効果があると考えるが、校舎全体に設置

する場合、高所に設置することとなるため、足場の設置や、耐久性を考慮した配管とす

るなど、多額の整備費用を要すことから、新たなドライミストの設置は考えていない。 

・児童生徒の熱中症対策は、喫緊の課題であり、まずは登下校用にクールタオルを全児童

生徒に配布した上で、学校では、三密を避けながら、エアコンや扇風機を使用するなど

する。 

・熱中症対策を含め、学校現場からの要望については、臨機応変に対応する。 

●エアコンの温度設定が、職員室管理とのことだが、1 階と 4 階では室内温度が全く違う

ので、教室ごとの温度設定はできないのか。

・空調の管理は、職員室で集中管理できるようにし、教室ごとに、設定温度を変更できる

ようになっている。運転については、本市の空調運用マニュアルにより行っており、快

適な学習環境を室温 25℃～28℃と定め対応している。 



⑦ 坂林たくみ議員 (個人質問) 

○新型コロナ対策推進を。【学校教育課・教育総務課】 

●休校中の家庭訪問や電話による声かけなどの対応にかなりばらつきがあったと聞いてい

る。子どもたちの心と学びを守るための教訓は何か。 

・学校や地域の状況により、全校で家庭訪問と電話連絡の両方を行った訳ではないが、保

護者と一緒に登校できる日を設け、少しでも児童生徒が学校に行き、担任の教員とのコ

ミュニケーションを図る機会をつくった学校もあった。 

・児童生徒が課題で分からないことや悩み事がある場合は、学校に電子メールや電話で連

絡をし、教員が丁寧に対応を行ったり、手作りの解説動画を配信するなど、各小中学校

でそれぞれが工夫して児童生徒のサポートを行った。 

・これらの経験が、今後の教育活動にも生かされるものと考えている。 

●教室内でのソーシャルディスタンスは確保されているか。 

・各教室の机の配置は可能な範囲で密集を避け、活動の中で密接の状況をつくらないよう

にして、感染予防に配慮した教育活動を行っている。 

・給食の際には、席を向かい合わせにせずに座り、食べる直前までマスクを着用するよう

に指導している。 

●一般的なソーシャルディスタンスは１ｍ以上となっているが確保されているか。 

・小中学校では、学級内で最大限の間隔を取るだけではなく、教室内の換気を常時行い、

マスクを着用し、児童生徒が対面する活動を行わないようにすることで感染症対策を取

っている。 

●その結果、１ｍの間隔がとれているのか、いないのか。 

・各小中学校では、このマニュアルに基づき児童生徒の間隔を、１メートルを目安に学級

内で最大限の間隔をとる座席配置に努めている。 

●１クラスの人数を分けて授業などを行っているか。 

・１学級の人数については、感染対策としては変更せずに授業を行っている。 

●感染対策として、特別教室を活用してクラスの人数を分けて授業を行ってはどうか。 

・通常の学級で十分に授業を行うことが可能であるため、感染対策としてクラスを分ける



ために特別教室を使用する予定はない。 

●特別教室にエアコン設置が急がれると考えるが、いかがか。 

・現時点で、新たに特別教室にエアコンを設置する予定はない。 

・学校再開後は、国県のガイドライン等を参考にしつつ、音楽室やコンピューター教室な

どといった空調が設置された特別教室等を活用しながら運用していく。 

・普通教室以外の設置率は、文部科学省発表の令和元年９月 1 日時点、公立小中学校の空

調設備設置状況によると、県内平均 39.1％に対し、本市は 55.6％と県内でも高い設置率

となっている。 

●ソーシャルディスタンスを確保するため、残りの５割弱の特別教室を使えるようにする

ため、エアコン設置を求める。 

・現時点では、特別教室等を活用していないことや、黒板に対して同じ方向を向いて座る

普通教室とは異なり、特別教室は、グループ学習が行えるよう、児童生徒が向い合せに

座る形態であることから、新たに特別教室にエアコンを設置する予定はない。 

●少人数学級をめざす必要があるのではないか。みよし市は２８人学級にしている。 

・新型コロナウイルス感染症対策として少人数学級を行うには、人員や空き教室の確保と

いう問題がある。 

・感染予防という点では３つの密を回避するため、教室の出入口の扉や窓を常時開けて換

気を行い、密閉の状態をつくらないようにするとともに、極力児童生徒が密集しないよ

うに指導方法を工夫し、感染予防を行っている。 

●国は教員を増やす方針である。日進は増やさないのか。

・国が、今回の第２次補正予算において、加配教員を追加配置することとしたことに伴い、

本市でも加配教員が配置できるように要求を行っている。今後も国の動向に注視してい

く。 

●空き教室という点では学校を新設しないと少人数学級は無理ではないか。

・新型コロナウイルス感染症対策としては、文部科学省が示す「学校における新型コロナ

ウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」に基づき対応している。 

・なお、学校の規模や配置の適正化に関しては、児童生徒数の将来推計を基に、その必要

性や手法について小中学校適正規模等検討委員会において検討した結果を踏まえ、判断

していくことになる。 



⑧ ごとうみき議員 (個人質問) 

○コロナで苦しむ市民への直接支援の拡大を【教育総務課】 

●日進市高等学校等修学金補助制度をコロナ対応に拡大してほしい。 

・高等学校等に通う生徒の授業料支援は、国の高等学校等就学支援金制度、また、授業料

以外の教育費支援は、県の高等学校等奨学給付金や入学納付金補助金制度により行われ、

本市では、これらの支援制度に上乗せして、修学に必要な資金を助成している。 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、家計が急変した世帯の生徒に対する支援策と

しては、国、県の支援制度においてそれぞれ対象者を拡大して実施することが予定され

ていることから、市としてさらなる拡充をする予定はない。 

・なお、５月２９日までとしている受付期間については、柔軟に対応している。 

●今年度の申請者数は。昨年度の実績は。また、「柔軟に対応」ということは、相談があれ

ば今年度の申請も追加で受け付けるということか。 

・今年度の申請者数は、５月末時点で４２９人で、現在、申請内容の審査中である。 

・昨年度は、申請者３９８人に対し、３４３人に助成金を交付し、申請者数で比較すると、

３１人増加している。 

・相談があれば対応していく。 

● 国・県の支援は、決まったか。内容は。 

・文部科学省は、６月５日に「年度途中において家計急変した高校生等への支援の実施、

新たに家計急変した世帯への支援の実施や一部給付の早期化を可能とした。」旨、都道府

県等へ通知している。 

・愛知県は、６月５日に『学校の臨時休業等とそれに伴う対策』として「高等学校等奨学

給付金制度の拡充」について「新型コロナウイルス感染症の影響から、保護者の失職な

ど家計急変により、収入が減少し、住民税非課税世帯に相当すると認められる世帯の高

校生等の保護者に給付金を支給する」と報道発表している。 

● 市として、全ての高校生、１８歳未満の子育て世帯への支援策の考えはないか。 

・市の独自事業としては、「保育園登園自粛に伴う減額」、「放課後子ども総合プラン運営」、

「就学援助世帯の拡大及び商品券の配布」、「学校給食費６月分の無償化」などを行って

いる。 

・「ひとり親家庭等新型コロナ対策事業」として、保育所、学校等の臨時休業、事業所等の

休業等により、経済的に特に影響が大きいとされているひとり親家庭世帯に対し、生活

支援金を支給する。 



Ｎ
ｏ

許可
決定日

事業名 申請者 実施日 参加費 目的
新規
申請

1 2020/7/10
第14回『ともまなびセミ
ナー』まちを学校に・・
おもしろ体験子屋

特定非営利活動法人なか
まの家
　代表理事　右田　量則

2020/8/8 無料

ハンディのある人も子どもも
高齢者もみんな同じ地域に生
きる人間として、ひとりひと
りが、尊重され、明るく幸せ
に生きられるよう、学校・家
庭・行政が一体となって、人
と人とのつながりをつくって
いくことを目指す。

以下、余白

　令和２年７月１０日（金）の審査会にて審査した結果、以下のとおり教育委員会の後援名義の使用を許可しまし
たので報告します。

〔資料 No.2-1〕

後援等名義使用許可一覧
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Ｎｏ
実績
受付日

事業名 実績報告者 実施日 参加者数
新規
申請

1 2020/6/30
第57回愛知県学校図書
館研究大会

第57回愛知県学校図書館
研究大会　実行委員会
日進市立南小学校長　髙
橋

2020/8/26
（中止）

- 〇

2 2020/6/27
第25回あじさいコン
サート

第25回あじさいコンサー
ト実行委員会
　実行委員長　田中　美
保乃

2020/7/12
（中止）

-

2 2020/7/28
Bloom again! 春を感じ
よう（卒業生・新入生
企画）

株式会社スコープ
　代表取締役社長　横山
繁

2020/7/11～
2020/7/12

473名 〇

以下、余白

教育委員会の後援名義の使用実績について報告します。

（実績報告受付期間　　　令和２年６月１８日から７月２９日まで）

後援等名義使用実績報告一覧

〔資料 No.2-2〕
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〔資料 №3〕

8月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　教育総務課

　７月３１日（金）事業名 令和２年度第２回日進市教育委員会事務点検評価に関する会議

　　成果等

　第２回教育委員会事務点検評価に関する会議を開催しました。
　第２回会議では、各課等の昨年度の主要事業について、点検評価委員からの評価をいた
だきました。次に、評価を受けての具体的改善策について各課等から説明を行いました。
　「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書」につ
いては、９月定例教育委員会にて提案予定としています。

　　　月　　　日（　　　　）　事業名

　　成果等

　　　月　　　日（　　　　）　事業名

　　成果等

　　　月　　　日（　　　　）　事業名

　　成果等

　　　月　　　日（　　　　）　事業名

　　成果等



令和３年日進市成人式の開催について 

令和２年８月５日 

                              生涯学習課 

 令和３年日進市成人式について、下記のとおり「２部制」で開催する。 

記 

① 開催日 

令和３年１月１０日（日曜日） 

② 開催場所 

日進市民会館大ホール 

③ 開催時間 

【第１部】 11：30～12：30  受付 

 12：30～13：00  式典 

        13：00～     退場  ※新成人退場後に会場内の消毒を実施

【第２部】 14：30～15：30  受付 

15：30～16：00  式典 

        16：00～     退場 

④ 対象 

【第１部】 日進中学校区、日進東中学校区に居住する新成人(約 450 人） 

【第２部】 日進西中学校区、日進北中学校区に居住する新成人(約 480 人） 

⑤ 参加条件 

(1)会場内では、必ずマスクの着用をお願いする。 

(2)会場入場時に検温と手指消毒を行う。発熱がある方、体調の悪い方は入場をお断り 

する。 

(3)入場者の氏名は案内ハガキにより確認し、ハガキに連絡先（電話番号またはメール 

アドレス）を記入していただく。 

⑥ 感染症対策 

(1)会場入口にて検温を実施し、ソーシャルディスタンスを確保した座席配置とする。 

(2)入退場は一方通行となるよう動線を確保する。 

(3)アトラクション、集合写真の撮影、交歓会は中止とする。 

※新型コロナウイルス感染拡大により、県内に緊急事態宣言が発令された場合など、開

催することが不適当と判断した場合は、中止する可能性がある。 

≪参考≫ 

令和２年日進市成人式は、１部制として令和２年１月１２日（日）１３時から日進市民

会館大ホールにて開催した。       

〔資料 No.4〕 



〔資料　№5〕

８月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　生涯学習課

　７月１４日（火）　事業名　第１回指定管理者審査委員会
　　成果等

　教育委員会所管施設である市民会館、ふれあい工房の２施設について、今年度末の指定
管理期間満了に伴い再選定する必要があるため、教育長より指定管理候補者の審査に係る
諮問を行いました。
　また、広報８月号及びホームページにより指定管理者募集の告知を行っています。

　７月１８日（土）　事業名　にっしんヤングフェスタ
　　成果等

　新型コロナウイルス感染症対策のため中止としました。

　８月１日（土）　事業名　スポーツセンター「レストラン＆カフェ」出店募集
　　成果等

　昨年１０月１日付でスポーツセンター内でレストランを営業していた「ラ・フィーユ」
が休業しており、跡地利用を図るため広報８月号及びホームページにより出店募集の告知
を行っています。

　　月　　日（　）　事業名　
　　成果等

　　月　　日（　）　事業名　
　　成果等



令和２年度　修学旅行

№ 学校名 行き先

1 西小学校 10月13日(火) ～ 10月14日(水) 京都・奈良

2 東小学校 10月13日(火) ～ 10月14日(水) 京都・奈良

3 北小学校 10月13日(火) ～ 10月14日(水) 京都・奈良

4 南小学校 10月14日(水) ～ 10月15日(木) 京都・奈良

5 相野山小学校 10月14日(水) ～ 10月15日(木) 京都・奈良

6 香久山小学校 10月14日(水) ～ 10月15日(木) 京都・奈良

7 梨の木小学校 10月14日(水) ～ 10月15日(木) 京都・奈良

8 赤池小学校 10月13日(火) ～ 10月14日(水) 京都・奈良

9 竹の山小学校 10月13日(火) ～ 10月14日(水) 京都・奈良

11 日進中学校 9月2日(水) ～ 9月4日(金) 山梨（河口湖）方面

12 日進西中学校 9月27日(日) ～ 9月29日(火) 伊勢・志摩

13 日進東中学校 9月5日(土) ～ 9月7日(月)
静岡（伊東）サファリパーク・

富士急方面

14 日進北中学校 10月13日(火) ～ 10月15日(木) 信州・北陸・福井方面

実施期間

〔資料　No.6〕



令和２年度　野外活動

№ 学校名 行き先

1 西小学校 9月24日(木) ～ 9月25日(金) 付知峡（中津川市）

2 東小学校 9月23日(水) ～ 9月24日(木) 付知峡（中津川市）

3 北小学校 10月7日(水) ～ 10月8日(木)
旭高原少年自然の家
（豊田市）

4 南小学校 10月1日(木) ～ 10月2日(金)
旭高原少年自然の家
（豊田市）

5 相野山小学校 10月26日(月) ～ 10月27日(火)
旭高原少年自然の家
（豊田市）

6 香久山小学校 11月4日(水) ～ 11月5日(木)
旭高原少年自然の家
（豊田市）

7 梨の木小学校 10月7日(水) ～ 10月8日(木) 愛知県民の森（新城市）

8 赤池小学校 9月17日(木) ～ 9月18日(金) 野外教育センター（岡崎市）

9 竹の山小学校 11月2日(月) ～ 11月3日(火) 美浜少年自然の家（美浜町）

11 日進中学校 10月25日(日) ～ 10月26日(月) 郡上八幡自然園（郡上市）

12 日進西中学校 10月1日(木) ～ 10月2日(金) 郡上八幡自然園（郡上市）

13 日進東中学校 10月16日(金) ～ 10月17日(土) 郡上八幡自然園（郡上市）

14 日進北中学校 10月23日(金) ～ 10月24日(土) 美浜少年自然の家（美浜町）

実施期間



６月分

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

100ｈ超 0 0 1 1 80h超数 7

80～100ｈ 0 1 6 7 対象者数 37

45～80ｈ 2 1 15 18 ％ 18.9%

～45h 35 35 15 85

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 0

80～100ｈ 0 0 0 0 対象者数 29

45～80ｈ 3 0 10 13 ％ 0.0%

～45h 26 29 19 74

100ｈ超 1 0 0 1 80h超数 1

80～100ｈ 1 1 1 3 対象者数 38

45～80ｈ 3 2 20 25 ％ 2.6%

～45h 33 35 17 85

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 0

80～100ｈ 0 0 0 0 対象者数 7

45～80ｈ 0 0 1 1 ％ 0.0%

～45h 7 7 6 20

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 2

80～100ｈ 0 0 2 2 対象者数 45

45～80ｈ 3 1 22 26 ％ 4.4%

～45h 42 44 21 107

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 1

80～100ｈ 0 0 1 1 対象者数 20

45～80ｈ 2 0 10 12 ％ 5.0%

～45h 18 20 9 47

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 2

80～100ｈ 1 0 2 3 対象者数 33

45～80ｈ 2 1 19 22 ％ 6.1%

～45h 30 32 12 74

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 3

80～100ｈ 0 0 3 3 対象者数 31

45～80ｈ 0 0 20 20 ％ 9.7%

～45h 31 31 8 70

100ｈ超 1 0 2 3 80h超数 6

80～100ｈ 1 0 4 5 対象者数 35

45～80ｈ 3 3 10 16 ％ 17.1%

～45h 30 32 19 81

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 1

80～100ｈ 0 0 1 1 対象者数 28

45～80ｈ 5 0 20 25 ％ 3.6%

～45h 23 28 7 58

100ｈ超 0 0 1 1 80h超数 3

80～100ｈ 0 0 2 2 対象者数 46

45～80ｈ 2 3 33 38 ％ 6.5%

～45h 44 43 10 97

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 0

80～100ｈ 0 0 0 0 対象者数 12

45～80ｈ 0 0 1 1 ％ 0.0%

～45h 12 12 11 35

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 1

80～100ｈ 2 0 1 3 対象者数 49

45～80ｈ 3 1 16 20 ％ 2.0%

～45h 44 48 30 122

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 4

80～100ｈ 0 0 4 4 対象者数 39

45～80ｈ 0 0 18 18 ％ 10.3%

～45h 39 38 16 93

100ｈ超 0 0 0 0 80h超数 4

80～100ｈ 0 0 4 4 対象者数 27

45～80ｈ 4 0 14 18 ％ 14.8%

～45h 23 27 9 59

学校別　超過在校時間状況　　　(人)

西小

東　小

北　小

北　小
青　葉

南　小

日進中
 青　葉

日進西中

今月の80ｈ超 割合

日進東中

日進北中

相野山小

香久山小

梨の木小

赤池小

竹の山小

日進中
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7月7日 (火) 事業名 ７月定例校長会

7月29日 (水) 事業名
第1回教育支援委員会(専門委員会)
第1回特別支援教育連携協議会

7月31日 (金) 夏季休業前最終授業日

8月3日 (月) 事業名 電話音声案内の導入

　「日進市教員の長時間労働解消プラン」に基づき、教職員の勤務時間外の在校時間を削
減することを目的として、電話音声案内を導入することとしました。今のところ問題なく
導入できています。

　新型コロナウイルス感染症の影響で中止としました。（書面開催）

成果等

　新型コロナウイルスの影響で２か月の休校期間があったものの、５月下旬から再開し、
無事に夏休み前までの授業を終了できました。今年度は、夏休みを短縮し、８月２５日か
ら授業が始まりますが、新しい生活様式を実践し、感染予防をしつつ学校生活を送らせて
いきたいと思います。

成果等

　新型コロナウイルス感染症の影響で、３月から７月までの大会等が全て中止となってし
まい、中学校３年の生徒が３年間の集大成を発表できる場がなくなってしまいました。生
徒たちに思い出づくりの機会を作りたいと様々な人が関わって、交流試合・演奏会を開催
することができました。生徒たちは、思うように練習ができなかったと思いますが、生き
生きとした表情でプレイし、３年間行ってきた部活動を楽しんでいました。

成果等

8月1日（土）～2日（日）　日進市立中学校3年生記念交流試合、演奏会

成果等
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8月定例教育委員会 事務局報告用資料

担当課　　学校教育課

成果等

（１）教育総務課
　　①　小中学校借地の契約更新について
（２）学校教育課
　　①　ＧＩＧＡスクール構想について
　　②　スクールロイヤー制度について
（３）生涯学習課
　　①　日進市総合運動公園プールのご案内について
　　②　旧市川家住宅の見学の受け入れについて
　　③　岩﨑城歴史記念館学芸員による出張講座及び生徒の作品展示について
　　④　市民会館における打楽器貸出の開始について
（４）学校給食センター
（５）教育支援センター
（６）図書館
　　①　小中学校との連携及び支援について
　　②　令和２年度　子ども選書体験会の開催及び参加者募集案内の配布について
（７）その他
　　①　「体感アジア！」小学校で行う国際理解講座　　【市民協働課】
　　②　避難所開設運営について　　　　　　　　　　　【防災交通課】
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８月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　図書館

７月3日（金）　図書館サービスの一部再開

　　成果等

　７月３日（金）より休止していた機能の一部を再開しました。再開した主なサービス
は、新聞及び雑誌の最新号の閲覧、１階及び２階の閲覧席の利用（座席を半分に減らしま
した）、フリースペースの利用※新聞の閲覧及び喫茶コーナー含む（座席を半分に減らし
ました）、会議室及びＩＴ講習室の利用（人数制限等を行いました）、定例おはなし会等
館内イベント（人数制限をします）となります。

　　成果等

　　成果等

　　成果等

　　成果等


